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六
月
十
四
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
二
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
市
有
地
活
用
事
業
者
審
査
委
員

会
設
置
条
例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
条
例
は
、
市
有
地
に
定
期
借
地
権
を
設

定
し
て
貸
し
付
け
る
こ
と
で
市
有
地
の
有
効

活
用
を
図
る
事
業
の
事
業
者
選
定
に
係
る
審

査
を
行
う
附
属
機
関
と
し
て
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
武
蔵
野
市
市
有
地
活
用
事

業
者
審
査
委
員
会
を
設
置
し
、
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
審
査
委
員
会
は
、
市
有
地
の
有
効
活

用
を
図
る
事
業
の
契
約
の
相
手
方
と
な
る
べ

き
事
業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選

定
す
る
に
あ
た
り
、
選
定
に
係
る
審
査
を
適

正
に
行
う
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
同

審
査
委
員
会
は
学
識
経
験
者
、
市
の
職
員
そ

の
他
市
長
が
適
当
と
認
め
る
者
の
う
ち
か
ら
、

市
長
が
委
嘱
ま
た
は
任
命
す
る
委
員
六
人
以

内
で
組
織
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
、
事

業
者
選
定
基
準
の
策
定
や
事
業
者
選
定
に
関

市
有
地
活
用
事
業
者
審
査
委
員
会
設
置
条
例
を

可
決

　

第
二
回
定
例
会
は
、
六
月
七
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
二
十
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の
ほ
か
、
議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
各
常

任
委
員
会
の
新
た
な
委
員
を
選
出
す
る
議
会
人
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
で
は
、
武
蔵
野
市

市
有
地
活
用
事
業
者
審
査
委
員
会
設
置
条
例
な
ど
十
四
件
の
市
長
提
出
議
案
が
、
都
立
武
蔵
野

中
央
公
園
か
ら
掘
削
が
行
わ
れ
る
石
神
井
川
上
流
第
一
調
節
池
（
仮
称
）
工
事
に
対
す
る
安
全

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
議
員
提
出
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
　
市
議
会
定
例
会

す
る
こ
と
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
可
決

　

六
月
十
四
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査

を
経
て
、
同
月
二
十
二
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
「
武
蔵
野
市
手
数
料
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
は
、
令
和
四
年
六
月
一
日

に
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
狂
犬
病
予
防
法

の
特
例
を
踏
ま
え
る
ほ
か
、
東
京
都
屋
外

広
告
物
条
例
の
条
の
繰
り
下
げ
の
改
正
に

合
わ
せ
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

六
月
一
日
か
ら
販
売
に
供
さ
れ
る
犬
お

よ
び
猫
へ
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
装
着
等

が
義
務
化
さ
れ
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装

着
し
た
犬
お
よ
び
猫
の
所
有
者
情
報
等
に

つ
い
て
、
国
の
指
定
登
録
機
関
に
登
録
さ

れ
る
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た
犬

に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
求
め
に
応
じ
て
、

指
定
登
録
機
関
か
ら
犬
の
所
在
す
る
市
町

村
に
所
有
者
情
報
が
通
知
さ
れ
、
狂
犬
病

予
防
法
に
基
づ
く
犬
の
登
録
申
請
等
と
し

て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

装
着
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
犬
の
鑑

札
と
し
て
見
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

商
店
会
活
性
出
店
支
援
金
等
、 

武
蔵
野
市
独
自
の
取
り
組
み
に
対
応

　

六
月
十
四
日
か
ら
の
各
常
任
委
員
会
で

の
審
査
を
経
て
、
同
月
二
十
二
日
の
本
会

議
に
お
い
て
、
「
令
和
四
年
度
武
蔵
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）
」
が
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
八
億
五
百
四
十
三
万
四
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
七
百
十
四
億
四
千
五
十
万

五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
や
、
子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
事
業
、
商

店
会
活
性
出
店
支
援
金
事
業
等
の
実
施
に

必
要
な
財
源
措
置
を
行
う
も
の
で
す
。

もっと知りたい！議会のこと
～市民と議会との意見交換会～

　　　　　☆議会ってどんなところ？何をしているの？

　　　　　☆議会改革って何？　

　　　　　☆議会基本条例って私たちに関係あるの？

　武蔵野市議会では、令和２年４月に議会基本条例を制定し、その後も議会改革に取り組んできました。これまでの取り組みを報告し、

市民の皆さまと幅広く意見交換を行います。

日　　時　令和４年１１月２７日（日曜日）　午後１時開場

　　　　　午後１時３０分開会　午後３時３０分閉会（予定）

会　　場　武蔵野スイングホール１０階　スカイルーム
　　　　　　 ※オンライン参加も可能です。

　　　　　　 ※新型コロナウイルス感染症の感染状況により、

　　　　　　　 オンラインでの参加のみとする場合があります。

申し込み　＜会場参加の場合＞

　　　　　申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

　　　　　＜オンライン参加の場合＞

　　　　　令和４年１１月１日（火曜日）から２３日（水曜日）までの

　　　　　間に、事前申し込みが必要です。詳細は市議会ホーム

　　　　　ページ等でお知らせします。

※次号の市議会だより３８９号については、１面写真の募集は行いませんので、ご了承ください。
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建設キャリアアップシステムを普及促進

し技能者の労働環境を改善することで、結

果として質の高い公共工事が行われ、市民

の安全安心、利益になると考えるが見解は。

国と共に本システムを普及促進すること

が公共工事の品質向上、ひいては市民の安

全安心につながるものと認識している。

コロナ後遺症が疑われる方への対応は。

都のリーフレットや都立病院の相談窓口、

かかりつけの医療機関等を案内している。

フードデリバリーのさまざまな課題は配

達員等の負担にせず解決すべきだが見解は。

配達中の交通事故等の課題は、市内経済

団体等への情報共有等国と連携し対応する。

公共工事における建築技能者
の労働環境改善を

藪原太郎　議員

東京都の化学物質の子どもガイドライン

について、母子保健、学校等の周知状況は。

シックハウス対策等、母子の健康と安全

を守るため、食事や呼吸から取り込む化学

物質等について情報提供と注意喚起を行う。

合成洗剤、柔軟剤等の「香害」について

注意喚起が必要。学校や子ども施設での化

学物質不使用のせっけんの使用状況を伺う。

学校では石油由来でない液体せっけんを、

また給食の食器類の洗浄にはせっけんおよ

び複合せっけんを使用している。市立保育

園では界面活性剤不使用のせっけん成分の

洗剤を使用しているが、広い視点で子ども

の利用する施設についても考えていきたい。

子どもを化学物質の被害から
守る未然予防の取り組みを

内山さとこ　議員

憲法の理念に対する市長の評価を伺う。

平和な社会の構築につながると考える。

戦争には被害も加害もあり、戦争の全体

像を伝える教育が欠かせないが見解は。

社会科や道徳、総合的な学習の時間等を

通して、他国との相互理解促進に努める。

差別解消のため、即応できる仕組みや、

第三者機関とその根拠条例等が必要では。

差別がない教育環境の形成が第一だ。第

三者的機関による相談や調整は意義がある。

武蔵野プレイス西側の道路拡幅計画に関

し今後の方向性の検討では何を重視するか。

既存樹木の保全や貴重な財産である緑を

生かすことを含め総合的な視点で決めたい。

日本国憲法の理念を生かし
差別を解消するまちへ

山本ひとみ　議員

旧赤星邸について具体的にどうするか検

討が始まっていると思うが、現状と今後は。

土地と建物の一体的活用に向けた検討を

進めるとともに、幅広く市民意見等を伺う。

平井医院跡地利用や本町コミセン更新は

コミュニティの在り方を議論する機会では。

高齢化とコロナ禍による多様化の中で必

要となる、従来の市の事業の枠を超える新

しいことに挑戦する思いで取り組みたい。

吉祥寺のまちづくりは総合力や自然な変

化が鍵であり、庁内の役割分担を再編し総

合的な見地と体制で臨んでほしいが見解は。

まちの課題を分野横断的に捉え、行政の

所管を超えて取り組む必要があると考える。

次世代のコミュニティの在り
方を議論する機会を捉えて

山本あつし　議員

吉祥寺東町１丁目市有地利活用検討委員

会は食と相談を通しての多世代の結び付き

を提言しているが、コロナ感染症は食の環

境を激変させスタンダードを変えた。提言

をそのまま実現するのは不適切では。

環境変化に対応した施設運営により、健

やかな暮らしと交流を育む食の場の実現を

期待する。事業者は今後適切に選定したい。

公共施設の建て替えに関し、世界情勢の

変化に伴う急激な物価高騰や物資供給の

遅延、欠乏に対してどう対応するのか伺う。

動向を注視し情報共有している。直接の

対処法は限られるが、余裕ある工期を設定

するほか債務負担行為の活用も考えている。

吉祥寺東町１丁目市有地利活
用には、慎重で適切な対応を

道場ひでのり　議員

市内保育施設における保育の質の維持・

向上に関し①市長の見解は②本市が重要視

している保育のガイドラインの共有方法は。

①開設から１０年未満の新しい認可保育所

が全体の半数を超え、保育の質の維持・向

上に向けた取り組みの重要性が高まってい

る。保育アドバイザーによる巡回や施設間

連携、研修等を通じ保育水準の向上を図り

たい②認可保育所に限らず市全体で広く活

用されるよう、各種研修等で周知している。

障害者福祉センターの老朽化に対し、建

て替えるのか改修するのか、市長の見解は。

施設内の死角や見通しの悪さは改修では

解決できず建て替えが望ましいと考える。

子どもの声を大切にし、
保育の質の維持・向上を

ひがしまり子　議員

本市において、民間賃貸住宅活用による

８０歳以上の高齢者の住宅確保は非常に困難

であり、別の対策を考えるべきだが見解は。

８０代の転居は困難でありオーナー向けの

支援策等を検討したい。早期にあんしん住

まい推進協議会を設立し、将来の住まいの

準備のため、支援制度等の情報提供を行う。

高齢者の日常生活の質の向上や健康寿命

延伸のため、補聴器選びや聞こえのトレー

ニング、購入費用助成等の支援が必要では。

難聴や補聴器への正しい理解の普及啓発

が必要だ。使用実態に照らし、来年度策定

する高齢者福祉計画・第９期介護保険事業

計画で費用助成を含め支援内容を検討する。

高齢者の住宅確保、
加齢性難聴への支援を望む

大野あつ子　議員

事故原因究明支援業務委託に関し、Ａ社

が１７３万円で落札した。その後契約変更で

総額約６０８万円となったが、金額の差が大

きいため入札をやり直すべきだったのでは。

Ａ社の調査書に対し、中立な立場から第

三者機関による検証が必要と判断したが、

Ａ社経由での支払いを依頼されたこと、第

三者機関への追加業務と履行中の業務の分

離が困難な点等からＡ社と契約変更した。

某公立小学校の吹奏楽部が音楽教員の長

期不在で活動休止中だが、どの小学校でも

起こりうる事態だ。中学校だけでなく小学

校にも部活動指導員の任用を望むが見解は。

持続可能な部活動の課題として検討する。

吉祥寺本町２丁目道路陥没
事故原因究明の進捗状況は

小美濃安弘　議員

吉祥寺本町２丁目道路陥没事故について、

①原因は②原因究明支援業務委託の入札

案件で、業者が落札決定後、契約変更があ

ったとのことだが事実か③落札後の契約変

更に応じた理由と変更の妥当性を伺う。

①令和３年度に調査書作成業務を委託し

たが、土圧の計算等に不足部分があるため

引き続き業務委託し、最終報告書の作成を

準備している②調査書の内容について第三

者機関へ客観的な評価を依頼することとし

たため契約を変更した③第三者機関への支

払いの手続き方法や、第三者機関への追加

業務と履行中の業務との分離が困難な点等

を総合的に判断し、契約変更で対応した。

道路陥没事故原因究明支援
業務委託の契約変更は妥当か

下田ひろき　議員

行財政改革とは、今と未来へ向けた市民

サービスの向上を目的とし、行政をリフォー

ムすることと考えるが、市長の見解は。

時代の変化に応じて市民ニーズを的確に

捉え、未来志向の視点で新たな価値を創出

する施策などを生み出すことであり、コス

トカットのみを目的とするものではない。

市と財政援助出資団体との横の連携で吉

祥寺駅南口のまちづくりを進めてほしいが

財援団体の在り方について見解を伺う。

団体のセーフティネット機能がコロナ禍

で改めて浮き彫りとなり、市民福祉向上の

パートナーである各団体と連携・協働して

まちづくりの課題等に向き合っていきたい。

吉祥寺駅南口のまちづくり
では市の知恵と力の総結集を

深沢達也　議員一一一 般般般 質質質 問問問
　第２回定例会では６月７日、８日、９日に２０名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質

問と答弁を要約して掲載します。

　詳しくは、８月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所

７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第２回定例会分は８月２４日

登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に対する方針

等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。
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本市のＤＸ推進にあたって、各施策の工

程表は今後どのように作成していくのか。

今年度、第七次総合情報化基本計画を策

定する予定であり、同計画の中で検討する。

庁内のデジタル人材育成にあたり、求め

る人材像の明確化、職員のスキルレベルの

可視化などの取り組みが重要だが、見解は。

既存業務を見直すための考え方やデジタ

ル技術の知識、スキルが必要だ。外部専門

人材との役割分担等も考慮し、研究したい。

本市も東京デジタルアカデミーを積極的

に活用し、庁内のデジタル人材の育成を一

層目指していくべきと考えるが、見解は。

今後積極的に活用していきたい。

武蔵野市のＤＸ推進のための

取り組みを伺う
品川春美　議員

学校施設開放における育成団体の対外試

合利用はもっと早くに再開できなかったか。

活動が長期間制限されてきたことは切実

であり、教育委員会として適切に情報を伝

えていくことも含め、今後対応に留意する。

吉祥寺駅周辺の客引き行為防止強化に関

し、ブルーキャップの成果と今後の展開は。

巡回中は禁止行為が見受けられなくなり

南口を中心に成果が出ている。効果検証し

北口も含めた効果的な活動体制を検討する。

旧赤星邸の利活用について、専門家の意

見と市民の意見とをどう調整していくのか。

話し合いを重ね、実際に施設を利用して

いただきながら意見を聴くなど調整したい。

透明性が高く、説明責任を

果たす市政運営を求める
宮代一利　議員

産後ケア事業に関し、今年度の拡充内容

と産後うつや母親の自殺との関係性を伺う。

対象を生後７か月未満に延長した。母親

の身体的・心理的ケアや具体的相談ができ

産後うつや不安の強い方に不可欠な事業だ。

まちづくりが進む中での市民の声に対す

る説明責任や市民参加の実現に向け見解は。

市民参加は重要なプロセスだ。必要に応

じて直接説明する場を設ける等説明責任を

果たし、自由な議論を交わしつつ進めたい。

各種計画等策定委員会がより市民に開

かれたものとなるための施策の実施状況は。

第六期長期計画・調整計画策定の市民意

見交換会等オンラインの会議が増えている。

産後ケア事業の拡充内容は

本多夏帆　議員

「『ヤングケアラー』という言葉を２０２４

年までに中高生５割が認知」という国の目

標を達成するための市の取り組みを伺う。

子ども・介護・障害などの支援機関や学

校の副校長を対象に研修を行う予定である。

国際情勢の変化による給食費の値上げを

行うのか、検討状況について伺う。

現時点では値上げの検討は必要ないが、

一部の食材は半期ごとの入札なので、１０月

以降の状況を見守り慎重に対応したい。

気候危機対策の面から住宅断熱改修は

大きな課題だが、どのように後押しするのか。

本年度開催する気候市民会議での意見や

法改正の動向を参考に周知・支援したい。

ヤングケアラー周知を進めよ

西園寺みきこ　議員

物価高から暮らしを守る対策を伺う。

経済支援策を検討し実施していきたい。

物価高騰に対応する国の交付金は、申請

すれば前年度分と合わせ２億数千万円が市

に支給される。物価対策に活用すべきでは。

交付金の活用については、現在検討中で、

本市の実情に沿った市民の負担軽減につな

がる取り組みを行いたい。実施計画の内容

は８月ないし９月ごろに議会へ報告したい。

学校給食の質の低下を招かず、給食費の

値上げをしない対策を求めるが、見解は。

食材の質が低下しないよう価格の維持に

努めている。議員指摘の交付金の活用も視

野に入れ、給食費の対応を慎重に考えたい。

物価高から市民の暮らしと

営業を守る対策を
本間まさよ　議員

武蔵野公会堂改修・建て替えについて、

重要な情報を市報に載せないなど、市民周

知が不足していると考えるが見解を伺う。

文化施設整備計画案の中で複数の改善案

を示しパブリックコメントを募集した。５

月１５日号市報でも改めて広報したが紙面の

都合上、詳細は二次元コードを案内した。

市指定保存樹木に関し、せんてい費用補

助の要望が寄せられているが、対応方針は。

大木の維持管理には継続的に費用を要す

ることから、緑の基本計画２０１９でも保全制

度の見直しを示し、現在検討中である。

　このほか、都立武蔵野中央公園の雨水貯

留施設工事等についての質問がありました。

武蔵野公会堂改修・建て替え

の丁寧な市民周知を求める
きくち太郎　議員

都立武蔵野中央公園より掘削が行われる

石神井川上流第一調節池（仮称）工事に関

し、①今後の対応方針は②都の事業であっ

ても住民への情報提供を丁寧に行ってもら

いたいが、見解を伺う。

①６月に東京都へ、地域住民から強い要

望が出ている旨を直接伝えた。都の対応を

見つつ、要望書提出の要否や時期を検討す

る②都の説明会等の情報を市ホームページ

やＳＮＳ等で適宜適切に情報提供していく。

市長は、自衛隊について、憲法解釈だけ

で、現状自衛隊の存在を認めるとの立場か。

国際法で自衛権が認められているため自

衛隊があり、現行憲法の下で合憲と考える。

石神井川上流第一調節池

（仮称）工事への対応は
木﨑 剛 議員

国のデジタル関連法改正は、自治体独自

の個人情報保護措置は最小限でよしとし、

条例づくりにも口を挟み縛りをかける仕組

みだ。今後本市でも条例改定が想定される

が、個人情報保護の水準は低下しないのか。

個人情報保護審議会への諮問の仕組みが

なくなることは課題だ。改正法の具体的運

用や解釈は、国の動向を注視し対応したい。

各種手続きで、マイナンバーの記載がな

くても申請を受理する旨を広報すべきでは。

マイナンバーカードの有無にかかわらず

手続き可能な旨を誤解のないよう周知する。

道路陥没事故の再発を防ぐ取り組みは。

路面下空洞調査を継続して実施したい。

行政のデジタル化による

個人情報保護の後退を防げ
橋本しげき　議員

吉祥寺駅北口の土地に関し①市は旧青山

外科跡地を標準より高く評価して購入し、

吉祥寺大通り東自転車駐車場は低い評価で

売却したが、価格の根拠資料は所有してい

ないのか②駐輪場跡地購入の企業が建設計

画で示した駐輪場は付置義務の点で適切か。

①評価の基となる不動産鑑定書の考え方

を鑑定士に確認することはあるが、その根

拠データまでは求めておらず、資料も所有

していない②適切な配置に向け協議する。

首都直下地震に備え、電気による出火の

低減のため、感震ブレーカー設置事業を積

極的に行うべきと考えるが見解を伺う。

メリット、デメリットを勘案し検討する。

吉祥寺駅北口の土地の

購入・売却に問題はないか
小林まさよし　議員

販売に供される犬猫のマイクロチップ装

着義務化を機に、市内ペットショップ等と

連携することで、動物の管理にとどまらず、

愛護の視点が広がると考えるが見解は。

市登録の販売業者に今回の義務化に伴う

狂犬病予防法の特例制度参加の案内を送っ

ており、今後の交流の形を考えていきたい。

第２期図書館基本計画に関し①受け取り

も可能な図書取次拠点の設置②吉祥寺・中

央図書館の自習室利用時間拡充を伺う。

①地域ごとの利用者状況等も把握し、利

用促進に向け図書館協議会で検討する②ニ

ーズは把握しているが物理的な制約もあり、

他利用者との調和も踏まえ考えたい。

マイクロチップ装着義務化と

図書館ニーズへの対応を問う
蔵野恵美子　議員

　会派とは、市政について、
同じような考えや意見を

持っている議員のグルー

プで、議会活動の一つの

基盤となります。

※氏名は議席番号順、電

話番号は会派控室（市役

所７階）の直通電話番号

です。議員の連絡先は、

わたしの便利帳や市議会

ホームページでご確認い

ただくか、議会事務局に

お問い合わせください。

会派名簿
自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４

道場　ひでのり　　小林　まさよし

ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛

土　屋　美恵子　　与　座　　　武

小美濃　安　弘　　　　　　　　　

立憲民主ネット ☎６０－１８８９

藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子

西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ

深　沢　達　也　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子

落　合　勝　利　　　　　　　　　

自治と共生 ☎６０－１８９０

内　山　さとこ　　山　本　あつし

ワクワクはたらく ☎６０－１８８５

宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８

橋　本　しげき　　本　間　まさよ

小さな声を活かす会 ☎６０－１９４４

桜　井　夏　来　　山　本　ひとみ

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９

品　川　春　美　　きくち　太　郎
下　田　ひろき　　　　　　　　　

※きくち議員は５月23日付で自由民主・市民クラブを離脱しました。

（※）
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第２回定例会

【市長提出議案（14件）】

●専決処分の承認を求めることについて（武蔵野市市税条例の一部を改正する条例）  

   承認（全会一致）

※地方税法等の改正に伴い、所要の改正をするもの。

●専決処分の承認を求めることについて（令和４年度武蔵野市一般会計補正予算（第１

回））   承認（全会一致）

●武蔵野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例  

   可決（全会一致）

※育児参加休暇の規定を新たに設けるほか、武蔵野市パートナーシップ制度の導入に伴う改

正を行うもの。

●武蔵野市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※非常勤職員の育児休業取得要件を緩和するほか、育児休業を取得しやすい勤務環境の整備

に向け、妊娠、出産等についての申し出があった場合における措置や、勤務環境の整備に関

する措置を講ずる旨を規定する等の改正を行うもの。

●武蔵野市市有地活用事業者審査委員会設置条例   可決（全会一致）

※市有地に定期借地権を設定して貸し付けることで市有地の有効活用を図る事業の事業者の

選定に係る審査を行う附属機関として、武蔵野市市有地活用事業者審査委員会を設置し、必

要な事項を定めるため、制定するもの。

●武蔵野市市税条例等の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※地方税法の改正等に伴い、住宅ローン控除制度の延長および控除限度額の引き下げや、上場

株式等の配当所得等に係る所得税と住民税の課税方式を一致させる等の改正を行うもの。

●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※動物の愛護及び管理に関する法律の改正を踏まえ、狂犬病予防法に基づく犬の登録から、マ

イクロチップを装着した犬に関する同法の特例が適用される場合を除くことを明記するほ

か、所要の改正を行うもの。

●武蔵野市緑被地確保のための農地保全条例を廃止する条例   可決（全会一致）

※生産緑地制度への移行に伴い、保全生産農地の制度は役割を終えたため、廃止するもの。

●建物明渡請求に係る訴えの提起について   可決（賛成多数）

※建物の明渡しを求める訴えを提起するため、地方自治法第96条第１項第１2号の規定によ

り提案するもの。

●第五中学校校舎棟解体工事請負契約   可決（全会一致）

※第五中学校の改築を行うため、校舎棟の解体工事を行うもの。契約金額は３億１,087万円。

●第一中学校校舎棟解体工事請負契約   可決（全会一致）

※第一中学校の改築を行うため、校舎棟の解体工事を行うもの。契約金額は2億9,３３7万円。

●令和４年度武蔵野市一般会計補正予算（第2回）   可決（全会一致）

●武蔵野市産業振興条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

※第三期武蔵野市産業振興計画を策定するにあたり、武蔵野市産業振興審議会の設置や審議

会の委員の定数、任期等について定めるもの。

●関前南小学校校舎増築工事請負契約   可決（全会一致）

※関前南小学校校舎の増築工事を行うもの。契約金額は2億6,9３9万円。

【議員提出議案（1件）】

●都立武蔵野中央公園から掘削が行われる石神井川上流第一調節池（仮称）工事に対す

る安全対策を徹底することを求める意見書   可決（全会一致）

議案に対する各議員の賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/

議案審議結果（議決）一覧
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線
（
都

市
計
画
道
路
三
・
三
・
六
号
線
（
通
称
伏

見
通
り
）
、
幅
員
約
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、

四
車
線
、
両
側
に
歩
道
あ
り
）
へ
と
変
更

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

立
て
坑
（
直
径
約
三
十
五
メ
ー
ト
ル
、

深
さ
約
五
十
メ
ー
ト
ル
）
の
掘
削
に
つ

い
て
は
、
民
家
か
ら
約
二
十
メ
ー
ト
ル

の
公
園
南
側
の
歩
道
際
（
多
く
の
子
ど

も
た
ち
や
家
族
連
れ
が
利
用
す
る
頻
度

の
高
い
、
月
待
台
及
び
風
を
見
る
丘
付

近
）
で
行
わ
れ
、
こ
れ
に
伴
っ
て
高
さ
十

メ
ー
ト
ル
以
上
、
幅
五
十
メ
ー
ト
ル
以

上
の
巨
大
な
防
音
施
設
も
建
設
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。
掘
削
工
事
に
よ
り
想

定
さ
れ
る
振
動
、
騒
音
及
び
土
ぼ
こ
り

並
び
に
周
辺
地
盤
へ
の
影
響
を
考
え
る

と
、
立
て
坑
及
び
防
音
施
設
の
設
置
場

所
は
、
極
力
住
宅
地
か
ら
離
し
、
公
園
内

部
へ
移
動
す
る
等
の
安
全
上
の
配
慮
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

さ
ら
に
、
立
て
坑
に
付
随
し
て
建
設

さ
れ
る
高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
規
模
の
工

事
用
や
ぐ
ら
に
つ
い
て
も
、
万
が
一
の

事
故
等
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
通
学
路
と
な
る
歩
道
か
ら
で
き
る
限

り
離
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
東
京
都
の
工
事
計
画
に
つ
い

て
、
市
民
の
安
全
対
策
を
最
優
先
に
考

え
、
下
記
の
と
お
り
東
京
都
へ
要
望
す

る
。

一 　

千
川
小
学
校
及
び
第
四
中
学
校
の

通
学
路
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
し
、

工
事
期
間
の
安
全
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
に
、
工
事
車
両
の
出
入
口
を
公

園
西
側
へ
変
更
す
る
こ
と
。

二 　

近
隣
住
民
の
住
環
境
及
び
生
活
環

境
を
守
る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
事

故
の
際
の
被
害
を
最
小
限
と
す
る
た

め
、
立
て
坑
の
掘
削
位
置
及
び
防
音

施
設
並
び
に
工
事
用
や
ぐ
ら
の
設
置

位
置
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
公

園
内
部
へ
の
移
動
を
す
る
こ
と
。

（
東
京
都
知
事
宛
て
）

以下のとおり、全員協議会が開催されました。

・ 武蔵野市立保健センター増築及び複合施設整備

について（令和４年６月２８日）
全員協議会

■
採
択

・
都
立
武
蔵
野
中
央
公
園
か
ら
掘
削

が
行
わ
れ
る
石
神
井
川
上
流
第
一

調
節
池
（
仮
称
）
工
事
に
対
す
る
安

全
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

・
武
蔵
野
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
増
築

及
び
複
合
施
設
整
備
基
本
計
画

（
素
案
）
に
関
す
る
陳
情

・
吉
祥
寺
本
町
二
丁
目
四
番
先
の
道

路
陥
没
事
故
の
事
故
原
因
を
公
表

す
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

■
意
見
付
き
採
択

・
井
の
頭
公
園
の
緑
と
環
境
保
全
の

意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
（
※
）

（
意
見
）
陳
情
受
理
後
、
東
京
都
は
当

初
計
画
の
大
幅
な
変
更
の
説
明
を

行
っ
た
。
委
員
会
と
し
て
は
、
陳
情

者
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
東

京
都
に
対
し
、
市
民
へ
の
丁
寧
な

説
明
、
情
報
提
供
と
と
も
に
環
境

保
全
を
強
く
求
め
る
意
見
を
直
接

具
申
し
た
た
め
、
意
見
書
提
出
に

は
及
ば
な
い
が
、
陳
情
の
趣
旨
は

了
と
す
る
。

■
不
採
択

・
五
歳
か
ら
十
一
歳
の
子
ど
も
を
ワ

ク
チ
ン
接
種
か
ら
守
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

・
国
民
の
祝
日
「
海
の
日
」
を
七
月

二
十
日
に
固
定
化
す
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情
・
ミ
カ
レ
ッ
ト
さ
か
い
み
な
み
移
設

再
考
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情
・
「
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
一
丁
目

市
有
地
利
活
用
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
凍
結
と
し
、
市
民
説

明
及
び
意
見
交
換
の
市
民
参
加
の

機
会
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳

情
・
武
蔵
野
市
に
お
け
る
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対

策
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
に
関

す
る
陳
情

・
自
治
基
本
条
例
周
知
事
業
の
慎
重

な
執
行
を
求
め
る
陳
情

■
継
続

・
児
童
虐
待
防
止
法
の
見
直
し
に
関

す
る
陳
情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も

の
で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

新
し
い
常
任
委
員
会
委
員
等
が
決
ま
り
ま
し
た

　

武
蔵
野
市
議
会
の
四
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
広
報
委

員
会
の
任
期
は
一
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
六
月
九
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
新
た
な
委
員
が
議
長
よ
り
指
名
さ
れ
、
同
日
行
わ
れ
た
各
委
員
会
で

正
副
委
員
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 ◎印：委員長　○印：副委員長

議
会
広
報
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

建
設
委
員
会

厚
生
委
員
会

文
教
委
員
会

総
務
委
員
会

小
林
ま
さ
よ
し

大
野
あ
つ
子

内
山
さ
と
こ

本
間
ま
さ
よ

桜
井　

夏
来

○
木
﨑　

剛

◎
西
園
寺
み
き
こ

　

本
多　

夏
帆

宮
代　

一
利

西
園
寺
み
き
こ

橋
本
し
げ
き

内
山
さ
と
こ

与
座　

武

○
木
﨑　

剛

◎
落
合　

勝
利

　

山
本
ひ
と
み

落
合　

勝
利

木
﨑　

剛

下
田
ひ
ろ
き

○
桜
井　

夏
来

◎
山
本
あ
つ
し

　

川
名
ゆ
う
じ

西
園
寺
み
き
こ

ひ
が
し
ま
り
子

品
川　

春
美

浜
田
け
い
子

○
宮
代　

一
利

◎
蔵
野
恵
美
子

　

土
屋
美
恵
子

藪
原　

太
郎

本
間
ま
さ
よ

道
場
ひ
で
の
り

○
山
本
ひ
と
み

◎
小
美
濃
安
弘

　

大
野
あ
つ
子

深
沢　

達
也

き
く
ち
太
郎

内
山
さ
と
こ

小
林
ま
さ
よ
し

○
橋
本
し
げ
き

◎
与
座　

武

　

本
多　

夏
帆
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